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葉山町地域福祉推進プランを策定しました
葉山町の地域福祉を推進するための５ヵ年計画「葉山町地域福祉推進プラン」は、葉山町が策定する「地

域福祉計画」と社会福祉協議会が事務局となり住民参加により策定する「地域福祉活動計画」を一体的に策
定したものです。
プラン策定に当たっては、アンケート調査やヒアリング調査を経て把握した地域の問題を解決するため、

住民、社会福祉協議会、行政などそれぞれの役割を整理し、特に重点的に協働で進めていく４つの取り組み
を明記しました。

❶孤立を防ぐ集いの場づくり

有資格者が一定の報酬を得て運営する集いの場や子育て
中の人、引きこもりの人やその家族など様々な集いの場を
作ります。

❷生活問題の発見と相談窓口の連携

制度の狭間にある人やSOSを出せない（出さない）人の
発見と対応、複数の生活問題を抱える世帯などに制度の垣
根を超えた関係者の連携、そして住民活動と公的サービス
の連携体制を作ります。

❸地域住民主体の送迎サービス

住民主体の送迎サービスの実施に賛同する団体や事業所
等による交通バリアフリー協議会を設置し、ガイドライン
の策定とともにモデル的な取り組みを経て普及を図ります。

❹小地域福祉活動の専用拠点の整備

公有施設や空き家等を活用して小地域福祉活動推進組織
の事務所機能を持つ専用拠点を整備します。
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平成29年度予算総額　172,290,000円（前年度比：＋3,631,000円）

平成29年度の事業と重点的な取り組み

収入
会費収入 4,684,000円 障害福祉サービス等事業収入 2,190,000円
寄附金収入 655,000円 受取利息配当金収入 1,104,000円
経常経費補助金収入 65,632,000円 その他の収入 170,000円
受託金収入 34,709,000円 基金積立資産取崩収入 2,500,000円
貸付事業収入 231,000円 拠点区分間繰入金収入 3,768,000円
事業収入 1,647,000円 サービス区分間繰入金収入 2,120,000円
介護保険事業収入 49,202,000円 前期末支払資金残高 3,678,000円

合　計 172,290,000円

支出
法人運営

69,053,000円
はやま住民福祉センター

26,078,000円

介護保険サービス
36,568,000円

地域包括支援センター
34,330,000円

障害サービス 2,190,000円 基金運営 731,000円
ホームヘルプ 1,340,000円 合　計 172,290,000円

社協の使命として、年齢や障害のあるなしに関わらず「生きづらさ」を感じている人が、いつまでも「地域の一員」として暮らし続け
られるよう、一人ひとりの生活問題を原点にしながら、本人の強み、日常生活圏域を基本に地域のあらゆる資源を活用し、資源がなけれ
ば住民と共に作りあげる。本人の自立支援と福祉のまちづくりを一体的にすすめてまいります。

＜重点的な取り組み＞
法人運営部門
〇社会福祉法人制度改革に伴い、さらなる経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の向上等に努めます。

住民福祉センター部門
〇日常的な外出が困難になり孤立することを防ぐため、交通バリアフリー協議会を設置しモデル実践と併行してガイドラインの作成を目指します。
〇行政及び小地域福祉活動推進組織と連携して、公的施設や空き家を活用した小地域福祉活動推進組織専用拠点の整備を行います。
〇逗子市、葉山町、逗子市社会福祉協議会と共催し、住民と専門職の協働による個別支援を実施し、公私協働による社会資源を創造するためのコミュ
ニティソーシャルワーク研修を実施します。

地域包括支援センター部門
〇認知症対応チームを行政とともに確立し、認知症の方に対するチームアプローチに着手します。

介護サービスセンター部門
〇介護保険総合事業に対応するため介護サービスセンターの体制を見直し安定運営を目指します。

事業や予算等の詳細は、事務局およびホームページで公開しております。また、日々の活動等ブログにて報告していきますので、ぜひご覧ください！
ホームページ：http://www.hayamashakyo.com/　　ブログ：http://hayamashakyo.blog.fc2.com/

苦
情
対
応
の
ご
案
内

葉山町社会福祉協議会（葉山社協）は、葉山社協
の事業・サービス等について、住民・利用者の皆様
からの苦情や意見に対応するため、社会福祉法第82
条に基づく苦情解決体制を整備しています。

《苦情解決体制》
１）苦情受付担当者　各事業担当職員
２）実務責任者　　　山下　淳　（社協職員）
３）苦情解決責任者　加藤　智史（社協事務局長）
４）第三者委員　　　梶山　悦子（福祉分野）
　　　　　　　　　　本多　清法（人権分野）

〒240-0112　葉山町堀内2220
電話：046-875-9889　FAX：046-876-1873

《苦情解決の流れ》
○苦情は、窓口、電話、書面などにより、苦情受付担当者にお申し出下さい。尚、第三者委員に
直接苦情を申し出ることもできます。

○苦情受付担当者が受け付けた苦情や意見を苦情解決責任者と第三者委員（苦情申出人が第三者
委員への報告を拒否した場合を除きます。）に報告します。

○第三者委員は、苦情を申し出た方に報告を受けた旨を通知します。
○苦情解決責任者は、苦情を申し出た方と誠意をもち解決に努めます。苦情を申し出た方は、第
三者委員の助言や立会いを求めることができます。

○葉山社協で解決できない苦情は、かながわ福祉サービス運営適正化委員会に申し立てることが
できます。

かながわ福祉サービス運営適正化委員会
〒221-0835　横浜市鶴屋町2-24-2　かながわ県民センター14階
電話：045-317-2200　FAX：045-322-3559　E-mail：tekisei@knsyk.jp
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【賛助会員（法人、企業、個人商店、ボランティア団体）】納入総額……３９８，０００円
葉山の丘、㈲アシストホーム、㈲建旺住宅不動産、天空洞、実教寺、日本料理 一葉、風
の子保育園、NPO法人おかげさまのめぐみ舎、よこすか葉山農業協同組合、湘南葉山デ
イケアクリニック、㈾かやのきや、ライフコミューン葉山、葉山一色接骨院、㈾大門商
店、玉蔵院、湘南グリーン介護老人保健施設葉山、特別養護老人ホーム葉山グリーンヒ
ル、㈱葉山マリーナー、葉山町漁業協同組合、㈱メック、葉山どうぶつ病院、㈲タント
テンポ、ラヴィーレ葉山、㈲葉山興業、㈲葉山旭屋牛肉店、㈱ポジティブドリームパー
ソンズ、㈱葉山館、㈱横浜銀行、佐藤歯科医院、森戸大明神、㈱湘南サプライ、竹田医院、
葉山町商工会、あけの星幼稚園、京急葉山交通㈱、㈲友琉館、㈱三留モーター商会、㈲
根岸精工、福厳寺、葉山にこにこ保育園、㈲日の出園、仙光院、㈲加藤設備、㈱葉山国
際カンツリー倶楽部、㈲稲葉石油、㈲片桐印刷、㈲カシマサービス、手打ちそば　和か菜、
㈲福原プロパン、㈱ヌマタ、㈱メディケアー、㈲木村義肢工作研究所、逗子菊池タクシー㈱、
逗子葉山ライオンズクラブ、山陽印刷㈱、㈱トータルプランナー、NPO法人青い麦の会、
音訳の会 葉山やまばと、NPO法人クリックメイト葉山ボランティアネット、ケアフレ
ンズ葉山、コミュニティー・ケア　さくらんぼ、食事サービスグループ　オアシス、サー
クル歌と大正琴の花園、つくしんぼ、日本防災士会葉山町支部、配食ボランティア 菜の花、
葉山災害ボランティアネットワーク、葉山さろん、葉山手話サークル クローバー、NPO
法人 葉山っ子すくすくパラダイス、葉山点訳の会、葉山の交通問題を考える会、はやま
防災ネットワーク、葉山町身体障害者福祉協会、葉山町赤十字奉仕団、葉山町手をつな
ぐ育成会、プレザントチャット会、NPO法人 ワーカーズ・コレクティブ　のぞみ

【一般会員（社会福祉施設、社会福祉団体）】納入総額……………… １００，０００円
葉山はばたき、葉山清寿苑、幸保愛児園、逗葉歯科医師会、地域活動支援センター ポー
ト、国際ソロプチミスト逗子・葉山、逗葉地区保護司会、葉山町町内会連合会、葉山町
民生委員児童委員協議会、一般社団法人葉山町シルバー人材センター、葉山町ボランティ
ア連絡協議会、葉山地区更生保護女性会

社協活動の財源は、県・町などからの受託金や補
助金、共同募金の配分金、寄付金、そして皆さんか
らの会費です。町民の皆さんのご理解とご協力によ
り、社協の各種事業は支えられています。
会費の納入については、昨年と同様に各町内会・
自治会にご協力をお願いしています。各町内会・自
治会の役員の方がご家庭にお伺いした際には、社協
の活動内容などにご理解のうえ、ご加入下さいます
ようよろしくお願いいたします。
また、各町内会・自治会に加入されていない方（世
帯）は、社協事務局（TEL：875－9889）までご
連絡をいただければ、職員がご自宅にお伺いさせて
いただきます。なお、社協事務局の窓口でも受付を
行っておりますので、ご協力をお願いします。
◎一般会費

�町内各世帯 …………………  年額一口　500円
�社会福祉施設、社会福祉団体等

………………………………… 年額一口1,000円
◎賛助会費

�本会の趣旨に賛同し、経費を助成する
各世帯、団体、法人 ………… 年額一口3,000円

平成29年度 社協会員募集と
会費納入のお願い

～今年度もどうぞよろしくお願いいたします～

ご協力ありがとうございました 平成28年度会費は、住みよい福祉のまちづくりのための
事業に充てさせていただきました。（順不同、敬称略）

全日程（4日間）に参加し、体験学習終了後に作文を提出できる葉山町内在住・在学の中学生・高校生
6月16日（金）　※期限厳守　　募集定員を超えた場合は選考となります。
所定の参加申込書に必要事項を記入の上、各申込先へご提出下さい。
①葉山町立中学校の生徒 → 在籍する中学校へ参加申込書を提出
②私立中学校の生徒及び高校生 → 葉山町社会福祉協議会　はやま住民福祉センター　へ提出
葉山町社会福祉協議会　はやま住民福祉センター（担当：千田）　電話：046-875-9889

参 加 対 象

申 込 期 限

申 込 方 法

申　込　先

問い合わせ先

※体験学習先の日程・コースなど詳細は、
①葉山町立中学校の生徒には、6月上旬に中学校を通してチラシ（兼参加申込書）を配布させていただきます。
②私立中学校の生徒及び高校生は、6月上旬以降に葉山町社会福祉協議会　はやま住民福祉センター　までお問い合わせ下さい。チラシ（兼
参加申込書）を直接配布させていただきます。

～夏休みに貴重な体験をしてみませんか♪～
今年も「体験を通した福祉の学び」として、葉山町内の福祉施設などでの体験学習を開催します。

３．作文
【体験学習4日目に
作文を提出】

1．体験学習1日目【全体説明会】（3日間の体験学習を行うにあたっての説明会）7月25日（火）10：00〜（予定）

２．体験学習2～4日目（3日間）【福祉施設などでの体験学習】
【体験学習先】（予定）
（1）高齢者施設

①介護老人福祉施設「葉山清寿苑」
②介護老人福祉施設「葉山グリーンヒル」
③生活リハビリクラブ葉山
④木の下の介護「ライフコミューン葉山」

（2）障害者施設
⑤葉山はばたき

　
（3）保育園等施設

⑥おかげさまのめぐみ舎「おひさま保育室」
⑦学童あおぞら
⑧学童ひだまり
⑨子育ちの里 食と遊 葉山にこにこ保育園
⑩葉山風の子「風の子保育園」
⑪葉山町立葉山保育園
⑫葉山町子育て支援センター「ぽけっと」

＋

＋
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お問い合わせお問い合わせ

様々な検診や児童館情報など、葉山町の子育て情報をお届けします。
QRコードから、空メールを送れば登録完了。個人情報等は不要です。
QRコードを読んで、表示されたメールアドレスに空メールを送ってください。
QRコードが読めない方や、PCでの登録の方は、sukupara-fjoin@5-55.jp へ空
メールを送ってください。
折り返し、『“sukupara” メーリングリストへようこそ』というメールが返って
きたら登録完了です。

生活福祉資金貸付事業は、低所得者や高齢者、障害者が一時的で使途が明確な資金の工面にお困りの際に、生活を経済的に支え、生活の安定と自立をお手伝い
するもので、世帯単位に、それぞれの世帯の生活状況と必要にあわせた資金（費用）をお貸しする貸付制度です。
また、資金の貸付による経済的な支援にあわせて、お住まいの地域の民生委員が資金を借り受けた世帯の継続的な相談支援を行います。

（1）貸付対象
低所得世帯……資金の貸付にあわせて必要な支援を受けることにより自立（自活）できると認められる世帯で、必要な資金を他から借り受けることが困難な世帯

（概ね市町村民税非課税程度）
障害者世帯……身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者の属する世帯
高齢者世帯……65歳以上の高齢者の属する世帯（日常生活上、療養または介護を要する高齢者等）

（2）資金の種類　※資金の種類や世帯状況等によって、貸付限度額、据置期間、償還期限、貸付利子、連帯保証人の有無などが異なります。
資金の種類 概要

総合支援資金
生活支援費 生活再建までに間に必要な生活費用
住宅入居費 敷金、礼金等住宅の賃貸契約を結ぶために必要な費用
一時生活再建費 生活を再建するために一時的に必要かつ日常生活費で賄うことが困難である費用

福祉資金 福祉費 生業、技能習得、住宅の増改築、福祉用具や障害者用自動車の購入、福祉サービス利用、冠婚葬祭などの費用
緊急小口資金 緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合の少額の費用

教育支援資金 教育支援費 低所得世帯に属する者が高等学校、大学、高等専門学校への就学に際して必要な費用
就学支度費 低所得世帯に属する者が高等学校、大学、高等専門学校への入学に際して必要な費用

不動産担保型
生活資金

不動産担保型生活資金 低所得の高齢者世帯に対して、一定の居住用不動産を担保として生活資金を貸し付ける資金
要保護世帯向け
不動産担保型生活資金 要保護の高齢者世帯に対し、一定の居住用不動産を担保として生活資金を貸し付ける資金

（3）連帯保証人と貸付利子
◎借受申込者は、原則として連帯保証人を立てる必要があります。（資金種類によって、連帯保証人を立てず借受申込をすることができます。）
◎貸付利子は、資金種類や連帯保証人の有無により、無利子～年1.5％となります。

＜葉山町社会福祉協議会＞

TEL：875-9889 FAX：876-1873 E-mail：shakyo@hayamashakyo.com 

◆法人運営    社会福祉協議会の運営に関する窓口 

◎介護サービスセンター ケアプラン作成・ヘルパー派遣に関する窓口 

TEL：877-1031 E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com 

◆はやま住民福祉センター 

福祉に関する相談窓口  
地域活動やボランティア活動に関する窓口  
日常生活自立支援に関する窓口  
貸付に関する窓口  
在宅福祉サービスに関する窓口  

◆葉山町地域包括支援センター 高齢者に関する総合相談窓口 

TEL：877-5324 E-mail：houkatsu@hayamashakyo.com 

生活福祉資金貸付事業

葉山すくすく子育てメール配信中！

葉山あんしんセンターでは、障害のある方や高齢者の権利を守り、安心して日常生活が送れるよう、①福祉サービスの利用援助サービス、②金銭管理サービス、
③書類等預かりサービスのお手伝いと、弁護士による④権利擁護専門相談の4つのサービスを行っています。

生活支援員は、ご利用者ごとの生活支援計画にもとづいて、利用者（契約者）への定期的な訪問と①～②の支援を行っています。

①福祉サービスの利用援助サービス
福祉サービスの利用や契約の手続きや利用料の支払いなどのお手伝いを行います。（利用料：無料）

②金銭管理サービス
日常の預貯金の出し入れや公共料金の支払いなどのお手伝いを行います。（利用料：前年度分所得税課税状況に応じて）

③書類等預かりサービス
預貯金通帳・実印や銀行印・不動産登記済証（権利書）などの大切な書類を社協契約の銀行の貸金庫でお預かりします。

（利用料：年額6,000円）
④権利擁護専門相談

障害のある方や高齢者の権利や財産を守るための弁護士による専門相談を実施しています。　※事前の予約が必要です。

送迎サービス事業 アルバイト運転士の募集
仕事内容：車椅子やストレッチャー（寝台）のまま乗り降りできる福祉車両による、

高齢者や障害者等の病院・福祉施設等への送迎（運行範囲：神奈川県内）
※車椅子やストレッチャー（寝台）の操作や事務作業等を含む

雇用期間：平成30年３月31日迄　※年度更新とし、次年度以降は契約更新の可能性あり
就業時間：土日・祝祭日・年末年始（12月28日～１月３日）を除く８：00 ～17：00の間

※送迎サービス利用予約状況に応じて、従事して頂く時間をその都度調整
賃　　金：１時間 950円
問い合せ先：葉山町社会福祉協議会

はやま住民福祉センター（担当：倉本）電話：046-875-9889

＜生活福祉資金貸付事業に関する問い合せ先＞
葉山町社会福祉協議会　はやま住民福祉センター（担当：倉本、齋藤）　電話：046-875-9889

＜「日常生活自立支援事業・生活支援員の応募」に関する
問い合せ先＞

葉山町社会福祉協議会　葉山あんしんセンター
（担当：倉本、齋藤）　電話：046-875-9889

★福祉サービスを利用したいけど、良くわからない。★銀行での振込みが難しくて、福祉サービスの料金を支払えない。★家賃や電気代などの支払いを忘れてしまう。
★一人暮らしなので、預貯金通帳や重要な書類を家に置いておくのが不安　　……など。

日常生活自立支援事業 ～お気軽にご相談下さい～

【生活支援員の募集】～あなたの優しさと笑顔を待っている方がいらっしゃいます～
業務内容：判断能力が不十分な方に対する福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管

理の援助
応募資格：高齢者福祉や障害者福祉に理解のある方
賃　　金：１時間 1,000円
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